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１１月の新着予定本(全３７冊)

他に

冬の様相がみえはじめてきた今日この頃ですが、皆さん、いかがお過ごしですか？

雪がちらほらと降り、冷え込みを感じる季節となりました。上着をしっかりと着て、体調管

理をしっかりとしてくださいね。

冬休み期間中、じっくりと本の世界にふれることで、心の栄養をたくわえて、充実した

日々を過ごしてほしいと思います。寒い日々が続く今、家の中で落ちついて読書ができる季

節になりました。たくさんの新刊もはいる予定です。１人５冊、１月２０日(月)まで
借りられます。どうぞ気軽に図書室へ足を運んでくださいね。

ナースの卯月に視えるもの

秋谷りんこ/文春文庫

完治の望めない人々が集う長期療養型病棟

に勤める看護師・卯月咲笑。ある日、意識不

明の男性のベッド脇に見知らぬ女の子の姿

が。それは卯月だけに視える患者の「思い残

し」だった―。彼らの心残りを解きほぐし、よ

り良い看護を目指したいと奔走する日々が

始まった。ナースが起こす小さな奇跡に心温

まるお仕事ミステリ。創作大賞２０２３

（ｎｏｔｅ主催）「別冊文藝春秋賞」受賞作。

新しい韓国の文学 菜食主義者

ハン・ガン【著】/きむふな【訳】 /クオン

2016年世界的に権威ある文学賞「マン・

ブッカー国際賞」受賞作！欲望、死、存在論

などの問題が描かれた連絡短編集。

2024 ノーベル文学賞受賞作家

インド工科大学マミ先生のノープロブレムじゃ

ないインド体験記 /山田真美/笠間書院

世界中に多くの優秀な頭脳を輩出しているイ

ンド工科大学。テストで罪悪感無しのカンニン

グ！「ドラえもん」の合唱で学生が大感激！ま

るでコントのように突然アパートの壁がぶち抜

かれ…。世界中に優れた頭脳を輩出している

超エリート大学の客員准教授が驚愕した、混沌

大国のリアルな実態！

ナースの卯月に視えるもの〈２〉

絆をつなぐ/秋谷りんこ/文春文庫

看護師・卯月咲笑には患者が死を意識した

時に現れる「思い残し」が視える。ある日、

卯月は皆の頼れるリーダーである看護師長

の背後に浮かぶ男性の姿を視て、動揺する。

さらに、母にパーキンソン病が見つかり…。

大切な人が病気になった時、看護師として、

人として、何を思うのか。命の尊さを見つめ

る感動のシリーズ第二弾！

生活安全課防犯係 喫茶ひまわり

伊多波碧/小学館文庫

今にも過ちを犯しそうな人に声をかけては、

犯罪を未然に防ぐ、昭嶋署生活安全課に勤

務する森山尚美。「警察の出番は事件が起

きてから」とグチりながらも、相棒を務める

久住達樹。ふたりはいつも、心に悪魔が入り

込んでしまった人を“喫茶ひまわり”へ連れ

て行く。なぜならマスターの作る、懐かしく

て頬が落ちそうな料理は、食べた人の凍っ

た心を解かすから。大切な誰かのために罪

を犯そうとする人々に、おせっかいな警察

官コンビと絶品料理が奇跡を起こす。涙が

滲み、胸にほのかな灯りがともるミステリ。

※北海道関連の書籍も何冊か入荷予定です。

・ぼくはウーバーで捻挫し、山でシカと闘い、水俣で泣いた/斎藤幸平

・婚活マエストロ/宮島未奈 ・ナチュラルボーンチキン/金原ひとみ

・罪名、一万年愛す/吉田修一

・僕たちの保存/長嶋有 ・ドーナツの旅/ 溝呂木一美

・ニューヨーク精神科医の人間図書館/ナ・ジョンホ【著】/米津篤八【訳】

・事件報道の裏側

・三度のメシより事件が好きな元新聞記者が教える/三枝玄太郎

・季節の兆しカレンダー 四季と暮らす/石田郷子【監修】

・世界の美しい美術館/パイインターナショナル【編著】

・医者の父が息子に綴る 人生の扉をひらく鍵/中山祐次郎

・泣くな研修医シリーズ（全６巻）/中山祐次郎

・夢のホテルのつくりかた/稲葉なおと

・一泊二日 観光ホテル旅案内/甲斐みのり

・つい昨日のできごと

・父の昭和スケッチブック/小手鞠るい

・世界一ていねいなスパイスカレーの本

・初心者でも失敗しないテクニックがいっぱい/水野仁輔

・スペイン家庭料理 本場のパエリア決定版/丸山久美 ｅｔｃ

１2/２(月)から冬休み前長期貸出開始

さくらのまち/三秋縋/実業之日本社

二度と戻らないつもりでいた桜の町に彼を引

き戻したのは、一本の電話だった。「高砂澄香

が自殺しました」 澄香、それは彼の青春を彩

る少女の名で、彼の心を欺いた少女の名で、

彼の故郷を桜の町に変えてしまった少女の名

だ。澄香の死を確かめるべく桜の町に舞い

戻った彼は、かつての澄香と瓜二つの分身と

出会う。あの頃と同じことが繰り返されよう

としている、と彼は思う。ただしあの頃と異な

るのは、彼が欺く側で、彼女が欺かれる側だ

ということだ。人の「本当」が見えなくなった

現代の、痛く、悲しい罪を描く、圧巻の青春ミ

ステリ!


